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人権福祉月間 スタート 

 春の人権学習が８日（水）の校長講話から始まりました。 

日本のチョークのトップメーカー、日本理化学工業（神

奈川県川崎市）の講話でした。 

会長は大山泰弘さん。ある日、大山さんを都立青鳥養護

学校の先生が訪れます。大山さんは、雇用はとても無理だ

と断りますが、それでも先生は諦めませんでした。３度目

の訪問のとき、「せめて生徒たちに働く経験を 1度だけでも

味わわせてください」と懇願し、大山さんは、林さんと鎌原さんの二人の２週間体験実習と給与支

払いを了解します。 

しかし、丁寧に教える先輩社員阿部さんの努力も空しく、二人の仕事はラベルも真っ直ぐに貼れ

ない状態でした。「あの子たちには無理かもね・・・。どうせたった２週間だけだから」そんなあ

きらめの空気が流れていました。 

夕方５時。作業の終了のチャイムが鳴っても、二人は黙々と作業を続けました。翌朝、朝一番に

阿部さんが出社しても、そこには林さん鎌原さんがいました。二人は一心不乱に作業し、持ち前の

集中力と粘り強さを発揮し、ラベル貼りもどんどん上達しました。「うわぁ。上手になっている」

他の社員の驚く声に二人は満面の笑顔、結局、遅刻・欠席することなく最終日を迎えました。 

その時、大山さんの専務部屋に、阿部さんを始めとした 10数人の従業員が入室し、「もし彼女た

ちに分からないことがあれば、私たちが補いますから、どうか雇ってあげてください」と訴えまし

た。大山さんは採用を決意します。 

しかし、実際に作業を開始すると、効率も生産量も落ちました。大山さんは迷います。このまま

では会社の経営を悪化させてしまう。大山さんは知的障碍者の雇用をやめるかどうか、大きな決断

を迫られました。決断を迫られていた大山さんにとってどうしても分からないことがありました。「失

敗して先輩社員に叱られたら落ち込むのが当然。それでも元気に出社してくる。高熱があっても休もう

としない。そのくらい責任感が強い。二人はなぜこれほど働く意欲が高いのだろうか」 

そんな疑問を大山さんはお坊さんに投げかけました。するとお坊さんは「それは当たり前のこと

ですよ。人間には究極の幸せというのが 4つあります。人に愛されること、ほめられること、人の

役に立つこと、そして人に必要とされることです。愛以外の 3つは働くことで得られる幸せなので

す。のんびり楽しくということだけが幸せではないのです。真の幸せは働くこと。だから会社こそ

彼女たちを幸せにできるのです」 

大山さんは、知的障碍者をさらに雇用し、今までにない会社の設立を決意します。 

大山さんの情熱に社員の心も動かされ、社員も毎日作業工程や道具の工夫を考え続けました。 

チョークの数を数えずにすむようにと必要な数の溝を作ったプラスチックのケース、チョークの

太さを測らなくてもすむように工夫した既定の大きさかどうかを識別する鋳型・・・。 

今までできなかった仕事ができるようになり、知的障碍をもった社員もますます仕事にやりがい

をもつようになりました。職場を働きやすい環境を変え、生産も上がり始めました。 

2009 年の日本文具大賞機能部門グランプリを受賞した商品は「窓ガラスに書けるダストレスチ

ョーク『キットパス』」でした。大山さんは確信に満ちた表情で語ります。「知的障碍者だからでき

ないのではなく、仕事の与え方が本人にあっていないからできないのだ。人を行程に合わせるので

はなく、行程を人に合わせて改良すればいいんだ」 

最後に校長から、「私たちもこんな学校を目指しませんか」という話がありました。 

二中生一人ひとりが、４つの幸せを得られる学校づくりを、生徒の皆さんと共に学校職員一丸と

なって支援して参りたいと思います。 

 



生徒総会 
 ５月８日（水）に生徒総会が行われました。生徒会目標や年間の活動計画、予算についての案が
提案されました。自分自身の意見を堂々と語る姿から、今後の生徒会活動への意気込みを感じるこ
とができました。 
 本年度の生徒会目標は、継桜皆来 ～新たな繋がりを築き、伝統を誇りに思える二中にしよう～
となりました。 
継：伝統をただ引き継ぐのではなく、 

伝統の意味を考ていくこと。  
   

桜：桜の花びら１枚１枚を生徒に例えて、 
一人一人の個性や意見を大切にすること。  

 
皆：みんなでこの二中を創っていくこと。  

 
来：未来の可能性広げていくこと。 

 

 

 

・授業参観、ＰＴＡ総会、部活動参観など、各種会合にご来校いただき、誠にありがとうございます。

また、地区懇談会では、生徒の様子を含め様々なお話をさせていただいております。今後の学校生

活に生かして参りたいと思います。要望などもお出しいただいておりますが、校内で検討し、早急

に返答して参りたいと思います。今後ともよろしくお願いいたします。 

 

☆★△▲今後の予定○●□■ 
５月２０日（月）教育実習①開始 

２１日（火）移動鑑賞音楽教室（午後） 

２３日（木）中間テスト 

２４日（金）東信陸上大会壮行会 

２５日（土）東信陸上大会（予備日２６日） 

２７日（月）読書週間～６月３日まで 

      民生児童委員懇談会 

２８日（火）歯科検診  

３１日（金）内科検診２年 英検① 

６月 １日（土）塩尻小学校・西小学校 運動会 

   ３日（月）学校評議員① 学校運営委員会① 

   ５日（水）内科検診１年      

   ６日（木）給食費引き落とし日 

   ７日（金）上小大会壮行会 

   ８日（土）上小大会１日目  

９日（日）上小大会２日目 

  １０日（月）計画休業  

１１日（火）計画休業 

１２日（水）学校へ行こう週間 ～１８日（火） 

１４日（金）授業参観日② 若葉の会 

１７日（月）小学校（６年生）授業参観来校 

        学年費引き落とし日 

  ２１日（金）東信大会・県陸上壮行会 

２２日（土）東信大会１日目 ２３日（日）東信大会２日目 

  ２４日（月）計画休業 

  ２７日（木）期末テスト① ２８日（金）期末テスト② 

２９日（土）県陸上競技大会１日目 

３０日（日）県陸上競技大会２日目 ＰＴＡ親子作業 

連絡など 

 

 


